




























































































































































































の法則をいうのは,簡単に言うと，ホメー ロスのヘクサミー ター においてはDiaeresisの前
の第四脚がスポンデーである場合には，この第四脚の末尾の音節は「本質的に長い」音節
でなければならない，というものである。（'')「位置によって長い」音節であってはならな
い。ところが，と雄e･℃z〃元e4〃β和α4と書くとこの法則に反する。つまり，航をeぴびz〃の末
尾の音節は「位置によって長い」音節になってしまうのである。但し例外が一つだけある。
r576tfeMoi'roa'ro"が「オデュッセイア」におけるこの法則の唯一の例外である。これ
が,問題の紘さeぴびzを敢えて航台e“z〃と書く依り処となっている。ところで,この問題の
有力な解決策がパピルス断片の中に発見された。後3～4世紀頃のものと推定されるパピ
ルスの写本断片で,P28即ちRylands53と分類されているものである。この写本は，中世
写本の航台e“f,re‘〃助"α‘の代りに勘eozy仇α元e‘〃〃"α‘と読む。この読み方は中世写
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「(ヤーソンが）命を奪われる時，その時は，彼は私にとって禍いの種となるだろう」
これは王女メー デイアの言葉である。785行の血'rαﾒzeiper"4は稀語に属すると言えよ
う。ヘシオドスに2例(Th.801,Op.578),アラー トスに1例(Arat.522)使われるのみ
である。但しこれら3例についてはいづれも如叩eiper"という異読がある。アポロニオ
スの上記の詩行はホメーロスとどのような関係があるのかというと，「オデュッセイア｣第
17歌に類似の詩行がある。
p322-3
和”γapr'apeあく航oαん…‘e印b｡zurZeir
如印oぐ,鋤'星""‘〃躯α盆加凱‘o"伽p:A'｡z"．
「男の能力の半分を遠くまで暴くゼウスは奪ってしまうものだ，（ゼウスが）その男を奴
隷の日々にとり込めてしまう時には」
これは豚飼エウマイオスの言葉である。アポロニオスはこの詩行中の322行の句如e功ぐ
α,roα‘"､,rα‘を“りぐ友江αﾒZejpeでα‘と言い換えている。両句の詩行中の位置は全く同じで
フ．’
ある。を万oαん2′raLの能動の意味とを刀αｿze4peraLの受動の意味は対比をなし，これらの動
詞はホメーロスでは主文に，アポロニオスでは従属文に置かれてこれも倒置されている。
ヘレニズム詩の特長を示すホメーロスのヴァリエーションである。
さて，を万oαん”βαL(又は伽αん”βαL)の用例はホメー ロスには他に6例ある(A582
N2620595P85"419f309)。アポロニオスにはこの動詞の用例はない。友冗o"","""は
「人（属格）から物（対格）を奪う」（対格のみの例もある）という構文をとる。これはア
ポロニオスのα,r叩どわe‘"の構文とは対応していないことになる。785行の血施叩岬e〃‘
では奪われる対象は属格形をとっている。アポロニオスには"""zELpeんのもう一つの用
例があって，これは能動形で使用されるが，構文は二つの対格をとる(A.R.3.186)。
アポロニオスは如汰血冗α""Erα‘という模倣によって何のallusionとしているので
あろうか。実は全くの偶然としか言いようがないのだが，アポロニオスカ模倣の対象とし
た上記ホメーロスの詩行をう°ラトンが対話篇「法律」の中に引用しているのである。それ
は次のようになっている。
Plat.Leg.777a
6錠ぴ”のでαでoぐ加Z〃曲〃元o‘"で瞳，〃xα‘α元eの""αでo,i"rbpzoa,友γOpe伽",め写一
夕，′
卯‘び"γαpre"OO",の加f",を冗叩ELp…‘抑ん,瞳αZ戒
如伽ゐ",Oりく&,,効,‘α滋加伽ぴ"加αp:入"α・
プラトンが記憶を頼りにこの詩行を書いたのか，写本テクストを参照して書いたのかは知
るよしもないが，ホメーロスの中世写本が伝える詩句とう°ラトンの引用の間にはかなりの
相違が見られる。で，坤e南曾如oα",ﾉrα‘はre,,6oUを"Mejpeでα‘に，如印oぐは如伽ゐ〃
に，鋤'ん〃‘"は。歯＆〃効に入れ替っている。ここで特に我々 の注意を引くのは，ア
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或いは伽叩ejperα‘は伽oaZ"tﾉraLよりも珍らしい読み方であったとも考えられる。それ
が友冗叩eipeでα‘を使う動機であったかも知れない。それとも，友冗叩e"er"が本来のホ
メーロスの読み方であって，写本伝承の過程でより一般的な動詞である血冗oαん,ﾉraLに入
れ替ってしまったのであろうか。逆の場合は考えにくい。この場合はどうも血冗と"ejpera4
のほうがdifficiliorであると言える。もう一つは,アポロニオスの如玩血,r叩ejpera4とい
う詩句のポイントは航叩efperurLにあるのではな<,如玩のほうにあるのではないかと
いう考え方である｡う°ラトンもアテーナイオスもエウスタティウスも如叩ejper"につい
ては一致している。しかし，ホメーロスの坤e"ぐについては〃CO砂という異読を残してい
る。ホメーロスの詩句によれば,豚飼エウマイオスは，奴隷の境遇に身を落すなら，坤e坊
の半分を失う，と述べている。プラトンとアテーナイオスは"6oぐを読む｡坤e"ならそれ
ぞれの男のもつ職能のことであろうし,I'6oぐについてはエウスタティウスが註を付して
卯6""ozFのこととしているように，思慮，目的ということになろう。それでは，アポロニ
オスの“〃を読むとどうであろうか。これをホメーロスの詩行の中で"e珂写の代りに
読む場合，エウマイオスの述懐は非常に現実味を帯びて生き生きとしてくる。奴隷の境遇
に陥入ると人生（能力を含めての生活のための財も意味の中に入る）の半分は奪われてし
まうのだ,ということになろう。如汰は坤e"写及び"ooEJ以外の第三の読み方であって，
アポロニオスはこれを選んだのかも知れない。或いは“ｼ『がアポロニオスのconjecture
であったかも知れない。いずれにせよ，“ｼぐ友""zELperα‘はホメーロスの如eで赤
,ノ
α元oα”2ﾉza4という読み方に対するアポロニオスの批判であったと考えてよい。
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